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※小栗栖・小栗栖宮山・石田の３学区と中学校の地域・ＰＴＡの代表者・校長で組織する 
「小栗栖中学校区小中一貫教育校創設協議会（村井信夫顧問、岩井義男会長）」が発行しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２日（水）、新型コロナウイルス感染症対策の 

うえ、伏見区役所醍醐支所において、「第８回小栗栖中 

学校区小中一貫教育校創設協議会」を開催しました。 

会議では、令和７年度開校予定の小中一貫教育校の 

校名について検討・協議を行うとともに、施設整備に 

関する進捗状況等についての報告がありました。 
 

◆校名候補案の選定 
９月１日から３０日まで「校名案」の募集を行ったとこ 

ろ、地域住民の皆様や３小中学校の児童生徒等２３１名の 
方々から、新校への期待や願いが込められた「校名」や 
「校名に使いたい文字」として、４１７点の応募をいただ 
きました。たくさんのご応募ありがとうございました。 

創設協議会では、応募いただいた案を基に、校名候補の 
検討を行っており、今後、より幅広い視点から検討するた 
め、右記の「校名」や「校名に使いたい文字」を基に、文 
字の一部活用や複合等も含めて、京都市の国語教育の専門 
家に複数の校名案の検討を依頼します。 

次回の創設協議会では、専門家による検討結果を踏まえ 
協議し、小中一貫教育校が、地域の新たなシンボルとして、 
誇りや愛着が持てる施設となるような校名を地元案として 
決定したいと考えています。   
◆新校舎の建設に向けて 

教育委員会から「元小栗栖小学校の解体工事は順調に進み、１１月末で終える予定」、また「小
中一貫教育校新校舎の建設工事に係る入札手続きを進めている」、さらに、「通学路として利用す
る元小栗栖小学校敷地の西側の橋の架け替え工事は、令和５年１月中旬以降に着手する予定」と
の報告がありました。 

また、この間の解体工事と今後の工事について、「ご迷惑をおかけするが、今後もご理解・ご
協力を賜りたい」とのお礼とお願いがありました。   
◆本統合に向けた通学安全対策について 

令和７年度の本統合に向け、小栗栖宮山小学校では新校舎への通学路案が検討されており、今
後、実際に現地を歩いて道路や交通状況などを確認する実地調査が予定されています。また、石
田小学校では、一次統合時にも通学安全について検証されていますが、改めて、本統合時の通学
路案について検討されており、今後、各学区の課題を整理のうえ、通学安全部会で協議してまい
ります。   
ご意見やご質問などがありましたら、各学校までお寄せください。 

■小栗栖宮山小 TEL 572-5216  FAX 572-5217  e-mail  miyayama-s@edu.city.kyoto.jp  

■石田小     TEL 572-1411  FAX 572-1482  e-mail ishida-s@edu.city.kyoto.jp 

■小栗栖中     TEL 572-3135  FAX 572-3165  e-mail ogurisu-c@edu.city.kyoto.jp 

創設協議会で検討した「校名」や

「校名に使いたい文字」の案 
 

育／石／いわたの杜／栄／小／桜／

小栗栖／小栗栖学園／小栗栖明光学園／

学園／希／義／輝／絆／京／光／ 

光明／桜彩／志／朱／昇／翔／翔碧／

新 ／ 晴 ／ 星 ／ 聖 ／ 創 ／ 創 明 ／ 

醍醐小栗栖／醍醐の杜／智／翼／逞／

道／徳／友／望／羽澄／啓／穂／ 

来絆／宮／未来／杜／夢／和 

             （五十音順） 
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